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林嬉しい今期初勝利！ しかし、四球は怖い・・・

１０／４（日）二子多摩川園スポーツセンター野球場に出向き、屯田兵とオープン戦を行った。前日までの降雨による、グラン
ドコンディションが気に掛かったが、内野部分が重かったものの、無事対戦することが出来た。前評判では、投手・守備レベルが
高いと予想されただけに、中々得点が出来ないものとイメージしながら、ゲームは始まった。我がチームの先発は、林。未だ４試
合に登板するも、勝ち星に恵まれていない、是が非でも勝ち星が欲しいはずである。その林は、今期一番の内容で、５回を１失点
に抑えた。唯一失点をした２回だが、結果は３塁打であったが、もう少し、バウンドを見極めれば、単打で止まり、後続も単打の
みであったので、若しかしたら、完封だったかも知れない。しかし、場面場面は、ボールの正面に入った野手の判断になるので、
こればかりは、経験により、ボール裁きを判断して欲しいものである。林は、５回でマウンドを降りるが、打者１８、投球数６２、
被安打４、三振３、四球０と素晴らしい内容、６回からマウンドに上がったキャプテン政司も、２回を打者６人、投球数２２、被
安打１、三振２、四球０と素晴らしい内容であった。今日の得点は、７点、しかし、安打は４本、相手が５本と安打数が下回って
いるが、勝利の要因は、四球の数である。我がチームが与四球０なのに対し、相手投手は７つを記録、これに安打が重なり大量得
点になった。先制は、初回、四球に盗塁、四球に盗塁が相手エラーを誘い、労せず先制、２回には、四球でランナーが溜まったと
ころで、深沢が値千金の走者一掃の２ベース、４回も四球で出たランナーがＤＳを決め、佐藤の三遊間安打、５回は、林の２ベー
スで、伊藤の中飛できっちり、３塁へ進塁、その後、ジローきっちりボールを叩き、二ゴロの間に得点と非常に効率の良い、得点
方法で、７点を挙げ、ゲームに勝利した。また、今日は久々のチームノーエラーで有った事も、内容が締まった大きな要因、まし
てや、ジローが捕球した打球は、玉下に迷いながら入ったように見えたが、お見事（偶然？・ラッキー？）であった。
最後に、振り返りのビデオを見て感じた事だが、回を追うごとにフィールドに出るのが段々遅くなっていったような気がした。
チーム発足、オープン戦相手から、「早く」との言葉が発せられたのは、非常に残念。今後は二度とそのような言葉を頂戴しない
よう、チーム一丸気を付けよう！またもう１点、内野のボール回し、相手の胸に素早く、連続で回そう、エラーすることなく淡々
と出来て当たり前のプレー、普段からキャッチボールが禄に出来ないと、お粗末な結果になるぜ！
さあ、次週は、ＫＳＣ、是が非でも勝利しよう、チーム一丸で・・・
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深沢久々走者一掃タ
イムリー！


